
11月 23日（日・祝）末成

小学校で第 24 回ふれあいま

つり「コミュニティフェステ

ィバル」が開催されます。 

体育館では、吹奏楽演奏やソーラン・エイサー・ダン

スなどの演技と活動紹介展示などが行われます。 

運動場では、おもちゃ・雑貨の販売とゲームを楽しむ

ことができます。また、フランクフルト・うどん・焼き

そば・わたがし・ポップコーンなどの食べ物が販売され

ます。短い時間ですが、大いに楽しん

でいただきたいと思います。多くの方

のご来場をお待ちしています。 

11月22日（土）13時～の準備、

23日（日・祝）の運営と後片付け

には多くの人手が必要です。少しでも多くの方にお手伝い

していただけると助かります。お手伝いしていただける方は

11月 5日（水）までにご連絡ください  
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コミュニティすえなり 

～サロンのつどい～ 

2025年 11月 30日(日) 

13時 30分～（13時開場） 

末成小学校 多目的ホール 

入場無料 

尺八・篠笛/ 

松前 孝志さん 
 

二胡・馬頭琴/ 

松前 美紀さん 

第一部 馬頭琴の調べと読み聞かせ 
第二部 尺八・篠笛と馬頭琴・二胡による演奏 
民族楽器と歌いましょう♪/ふるさと・紅葉 他 

https://takarazuka-community.jp/suenari/
file:///F:/1-コミュニティ/コミュニティ/7-広報/117号/vr8az2@bma.biglobe.ne.jp


 

悲惨な事故をなくすために 
交通安全街頭啓発を実施 

１２月 ５日（金）１７時～ 
末成小学校北側の市道 

自転車運転者の「ながら運転」「信号無視」「車道の

右側通行(逆走)」「とまれの標識無視」「無灯火」など

の交通違反が後を絶ちません。2026 年 4 月から自

転車の交通違反の青切符による取り締まりが始まり

ます。主な違反と反則金は下表の通りです。 

悲惨な交通事故をなくすため、宝塚警察・市の防犯

交通安全課と協働で交通安全街頭啓発を実施します。 

皆さんも交通ルールを守り、交通事故の被害者や加

害者にならないよう注意してください。 

武庫川河川敷公園のごみ拾い 
１１月９日（日）１１時～ 

11月 9日は一斉清掃の日。コミュニティすえな

りは、11時に御所の前公園東側の武庫川河川敷公

園入り口付近に集合し、公園のごみを収集します。

作業は 1 時間以内です。私たちの公園を美しく保

つため、お手伝いをお願いします。 

お問合せ・連絡先：加藤 090-1672-1068 

 

 

 



令和 7 年 9 月 17 日（水）10 時より、末成小学校

の多目的ホール・和室で地域福祉ネットワーク会議を

開催しました。市の障害福祉課・福祉事業所・保育園・

社協・自治会の方や民生・児童委員、その協力委員、ま

ち協の役員など４３名が参加。 

テーマは「みんながくらしのパートナー！合理的配

慮について」。初めに、ななくさ育成園の皆様が、生ま

れた時から重い障害があり、いつも車いすに乗って、食

べること・話すことが上手くできない「たけしくんがラ

ーメンをすきになったわけ」という紙芝居を演じてく

ださいました。次に、西宮市で一人暮らしをされ、「あ

いえるせんたー逆瀬」まで車いすで通われている竹下

さんが、これまでの生活で嬉しかったことや悲しかっ

たこと、苦労していることなどを話してくださり、「当

事者をみたら、相手をしっかり見て、心に余裕がある時

に、『何かお手伝いできることがありますか』と声をか

けてください」と言われました。そして、「あいえるせ

んたー逆瀬」の川原崎さんから、合理的配慮について話

していただきました。最後に、６つのグループで「地域

が出来る合理的配慮」について意見交換をしました。

（福祉部 前田 美知子） 

令和７年 9 月 2４日（水）13 時 30 分から、末成小学校の多目的

ホールで医療福祉セミナーを開催しました。参加者は 30名。 

今回は「聞こえの勉強会」で、パナソニック補聴器（株）村瀬稔さん

にご講演いただき、以下のようなお話がありました。 

難聴には伝音性難聴、感音性難聴、両者が合わさった混合性難聴、機

能性難聴があります。老人性難聴は感音性難聴で、感音器官「蝸牛」や

蝸牛内部で音を電気信号に変える有毛細胞や聴神経といった「音を判

別する部位」に問題が起こる難聴です。加齢によって、高くて小さい子

音が聞き取りにくくなり、言葉の理解度も徐々に低下していきます。 

高齢者の聴覚障害は、危険察知、心理・情緒、社会交流・参加、認知

機能に悪影響を与えます。これらの影響を抑えるためには、できるだけ早く補聴器を装着する必要があります。

補聴器は使用者の聞こえ方や生活環境に合わせた調整が大切です。 

補聴器は高価なものです。詳しい知識を持った方に相談しましょう。（福祉部 前田 美知子） 

障害者差別解消法と合理的配慮  
～地域福祉ネットワーク会議～ 

イベントのご案内 

聞こえの勉強会 ～医療福祉セミナー～ 御所川をきれいに  

9 月 20 日(土)7 時半頃から清掃

用具の準備を行い、8 時から光明地

域と末成小学校地域の両まち協から

25名が参加し、御所川に落ちたごみ

を収集しました。 

 



『漢方薬のおはなし』      薬剤師 奥田 徳子 

風邪をひいたら葛根湯、胃腸薬や便秘薬。一般的に使われ市販されて

いる漢方薬はいくつもあります。病院で処方してもらえる漢方薬はもっ

とたくさんあります。ではその漢方薬ってどの様にして皆様のお手元ま

で届けられているのでしょう。そこで今回は「漢方薬ってどこから来る

の？」のおはなし。 

漢方薬とは、いくつもの生薬を組み合わせ

ブレンドしたお薬のことで、漢方医学の中で組み合わせるものの種類や配合量が決

められています。生薬とは、薬用成分のある天然物（動物や鉱物もありますが大半は

植物です）をいつでも利用出来るように加工したもの、漢方薬の原材料のことです。

生薬に使われる部位は葉・茎・根・果実・果皮など色々あって、それぞれに応じた加工が必要です。つまり生

薬作りの大半は農業なのです。当然、作り方や土地質が変われば有効成分にばらつきが出るので漢方薬メーカ

ーの研究者達が現地の畑に行って農家を指導し作り方や環境を徹底管理します。農家にとってはメーカーとの

契約栽培であり野菜のような等級がないので収入が安定する一方、収穫期には多くの人手が必要だったり管理

が大変だったりします。野菜や果物の農家と同様に生産者の高齢化や後継者の問題もあります。メーカーは産

地の継続や生産計画など、安心安全な生薬を提供するために心を砕いており、日本国内

では北海道から九州まで各地で栽培されています。 

しかし海外から輸入される生薬が全体の 9割を占めており、政治的・経済的要因によ

って輸入が止められたり価格が高騰したりします。中国産の生薬が過去 17年間で価格

が３倍になったこともあり、メーカーはラオスやベトナムに広大な農地を買い現地で産

地活動を行っています。安心安全高品質な生薬を世に提供するため栽培方法や収穫方法を指導するのが目的で

すが、植える前にまず土作り。ベトナムでは地下３メートルまで不発弾が埋まっているため、金属探知機で調

べ１つ１つ掘り出し爆弾を処理しないと土作りに取りかかれ

ず、畑を見つけてから農作物としての生薬を得るまでには何年

もかかるそうです。そうやって植え育て収穫し、洗浄し乾燥さ

せ、様々な加工と配合を経て漢方薬は皆様のお手元に届きます。

どうかその１袋、その１錠を大切に使ってあげて下さい。そこに

は非常に多くの人々の汗と愛情が詰まっているのです。 

健康てらこや 


